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られる。即ち水分再吸収率が増加すると尿量は滅少し，水
’分再吸収率が減少すると尿量は増加する。なお本図におい
ては，水利尿をおこさせた1例（水50cc／kg飲用）から得た
値も記してある。回帰線を作製すると，それは水分再吸収
率100，尿量0の点に帰着する。この事実から第8図に示
す如くCrea七inineのUIP－Ra七ioが尿量に逆相関の関係
にあることが理解される。即ち，セミログペーパーを用い
て，対数軸にCreatinineのUIP－Ratioをとり，他軸に尿
量をとると，UIP－Ratioの逆対数がほぼ直線酌に尿量に比
例することが分る。なお本図においては20％GlucOSeの
静脈内注入を行つていわゆる尿細管下痢を生ぜしめた1例
から得た値もあわせて記してみた。この図から想像される
如くCreatinlneのUIP－Ratioが20以下というところで
7巻4号 筒井一リンダル氏液持続注入の猫の腎機能の影響 187
はU／P・Ratioの低下に伴って尿量は急激に上昇し，尿細
管下痢の場合の値に大体同一直線上で連絡することが分る。
一：方UIP－Ratioが20以上ではU／P・・Ratioの増加に伴う
尿量の減少はやや緩徐となる。
検 討
　以上の実験成績の如く，猫にリンゲル二二を0．5
cc／min／kgの速度で2時間に亘って静脈内持続点
滴注入を行って，RPF，　GFR及び尿量を測定した。
リンゲル氏液の注入開始後少なくとも90分から
2時間に亘っては，RPF及びGFRは大体一定し
た値を示し大き’な変化を示さなかった。尿量は明
かな上昇を示した例もあったが，しかしながら最
初の2箇の尿豆粒における尿量とその後6箇の尿
集期における尿量とが推計学的に有意の差を示さ
ぬことを確かめた。勿論，RPF及びGFRに・うい
ても，最初の2尿集魚と後の6尿集期との問には，
推計学的に有意の差はなかった。以上の事実は，
リンゲル品品を上記の速度で静脈内注入を行った
場合には，少なぐとも上記の観察期間中は腎ダイ
ナミックが安定していることを物語っている。
　GFRど尿量は相互va　一i定の関係がなく，尿量は
もっぱら尿細管における水分再吸収によって調整
されるという結果を得た。ただ私の場合はあくま
でもリンゲル氏液の静脈内持続注入の下で得られ
た成績であり，おそらく細胞外液のIsotonic　ex－
pansionに対する腎機能の順応反応の一つの現わ
れであろ瓦しかしながら，人や犬の如ぎ高等動
物においては’正常状態において，尿量はもっぱら
尿細管における水分再吸収機構によって調節され
ることが多くの二二によって認められている。ま
た家兎においても，尿量とGFRは平行するとい
うKaplon等7）の考え方よりもむしろDickers），
Foster9），　Brod等1。）の如く，尿量は尿細管機構に
より調節されるという成績の方がより妥当と思わ
れる。猫においても，当然，正常状態においては，
尿量は尿細管の再吸収機構によって左右されるこ
とが考えられ，このことはまたWirzの実験から
もうなずかれる。私の場合，Isotonic　exPansion
という特種の状態の下における成績であるが，
RPFとGFRは大体安定しており尿量も大きな変
化がなく，且つ尿細管機構によって調整されてい
るということは，正常の水化｝伏態と本質的には活
き’な相違のないことを示している。
　また種々なる手術行為，特に開腹が腎機能を非
常に不安定にすることは一般に知られているが，．
私の行った実験条件の下におい．ては，そういうこ
とはみられなかった。
結 論
　猫の頸静脈から，リンゲル氏液の持続点滴注入
（0・5cc／min／kg）を行いっっ，　RPF，　GFR及び尿量
を観察して次の結果を得た。即ち，リンゲル氏液
の注入開始後90分から2時間に亘っては，RP：F，．’
GFR及び尿量は大体一定した値を示し瓦また猫
では，リンゲル氏液の静脈内持続注入という．?ﾔ
の下においてもGFRと尿量とは無関係くiあって，
この事実から尿量はもっぱら尿細管における水分
再吸収によって調節されているとの見．解に達し
た．　　　　　　　　　　　　　’　　　　　（風押03α3．1受付り
Summary
　　Studies　were　carried　out　on　the　effects　of　continuous　infusion　of　Ringer　solution　oh　’
renal　plasma　flow　（RPF），　glomerular　filtration　rate　（GFR）　and　urine　flow　in　cats．　The　’
results　led　to　the　following　concl’浮唐奄盾獅刀D
　　RPF，　GFR　and　uri’ne　flow　ar．e　constantly　sustained　within　the　range　of　90　up　to　120’
’minutes，　after　the　beginning　of　infusion　of　Ringer　solution．　Under　a　continuous　infusion
of　Ringer　solution，　no　relationship　was　established　between　urine　flow　and　GFR．　Thus　’it
was　ascertained　that　urine　flow　is　regulated　only　by　the　reabsorption　・in　tubuli．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Mar．　1，　1955）　”一　一：’　．
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